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北大理 大 野 鑑 子
1.電場揺動のモデル方程式と電場相関
プラズマ中の原子スペクト/レの Stark 巾は電場 とその揺動によって生じる｡原子か
らの反作用を無視するならば,空間固定点における電場の時間変化が判れば線形が求め




I.I-= 5､花 ∇k(∇kO+㌻cX ,･ ダ･C-
を老えるo これは f (k)- ､e-Ck%を固有値 0の固有関数として持っ他, i--0 ∩
-‡ gc2n･ n-1,2･.･- ･ および〟n--‡ グC2 rn･‡), 幣 1,2･
を固有値 として持ちどちらの固有関数 も x- ck3/2を変数とするLagueTreの陪
多項式によって泰わされる｡ モデル電場の時間相関々数は
1









リウムの自由工東/レギーの現象論的な葬式がMAmaladze と大兄 ･碓井 によって二
種類提示されている. 一定角速度 a, で回転する円筒容器内の液体- リウムの相転移を
一個の渦糸の問題に単純化して考えた｡渦糸のまわりでオーダーパラメーター V を軸
対称とし,動径部- rr)が渦の- リ,d-を∨有フ諒 で勾配 0 と い う条 件 で
8△G/∂V 米= o(△G は自由工克ルギー差)から得られるFの微分方程式を数値的
に解いた｡その結果回転による}転移点の降下はいずれもW3/4に比例 したが転移の次
数は Mamaladzeのモデルで2次であるに反 し大兄 ･碓井の場合一次となった｡
1) Mamaladze JETP25♯3 (1967)479
2) 大兄 ･碓井 物性研究 上旦 ♯5(1971)541
(D･C･ 岡太幸雄の計算による)
分 担 班 の､活 動 の概 況






lir)e shape が計算され熱浴の影響が調べられた ;古典流体,電子系における輸送係
数は小貫によって計算され密度 (又は不純物濃度)に対 して異常な項 A log1/口 が
見出された ;スピン系 (あるいはレーザーの原子系)における緩和過程を master
eq･ から出発して調べることは柴田 ･斎藤によりなされ longitudinal成分に対 し
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